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午前９時５１分 委員会開会 

○委員長（田中藤一郎）ただいまから、建設経済委員

会を開会します。 

秋がなくなって冬が来そうな雰囲気ですけれども、

出石は特にカメムシがすごくって、気温だけでえら

い違いがあるんだなと、お城まつりの時もカメムシ

が襲ってきたような勢いやったんですけど、新そば

まつりぐらいになると、一気にいなくなったってい

うような感じがあります。今日はまだまだ暖かい感

じはありますけれども、熱くならずにスムーズに、

よろしくお願いいたします。 

 なお、当局からコウノトリ共生課、成田課長の欠

席について申出があり、許可しておりますので、ご

了承願います。 

 これより３、協議事項、１番、付託・分担案件の

審査に入ります。 

 審査の日程ですが、まず委員会付託された議案の

説明、質疑、討論、表決を行い、その後予算決算委

員会付託議案に係る当分科会に分担された議案の

説明、質疑、討論、表決を行います。その後、委員

のみで委員会及び分科会意見、要望等の取りまとめ

を行います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いをいたします。 

 それでは、第１１５号議案、令和５年度豊岡市太

陽光発電事業特別会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。 

 当局の説明は所管事項に係る部分について、歳出、

歳入の順に説明をお願いします。 

 コウノトリ共生課、説明お願いします。 

 坂本部長。 

○コウノトリ共生部長（坂本 成彦） それでは、太

陽光発電の特別会計補正予算（第３号）について説

明をいたします。 

 ５１ページをご覧ください。大丈夫ですか。８月

１５日の台風７号によって、山宮地場ソーラー第１

期ののり面の一部が崩壊をし、フェンスの倒壊等が

起こりました。８月１５日同日付で復旧工事に係る

費用の専決補正をお願いいたしております。その財

源としては、全て太陽光発電事業基金からの繰入金

を充てておりましたけれども、地方公営企業災害復

旧事業債が適用可能となりましたので、このたび４

５０万円の財源更正を行うものです。 

 ４５ページのほうには、追加いたします地方債の

内容を記載しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ないようですので、質疑を

打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第１１５号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 ここで建設経済委員会を休憩いたします。 

午前９時５５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時５５分 分科会開会 

○分科会長（田中藤一郎） ただいまから建設経済分

科会を開会いたします。 

 それでは、第１１４号議案、令和５年度豊岡市一

般会計補正予算（第６号）についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明は所管事項に係る部分について、歳出、

歳入の順に説明をお願いします。 

 まず、コウノトリ共生部からお願いします。 

 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） それでは、第１１４

号議案、令和５年度豊岡市一般会計補正予算（第６

号）について、農林水産課所管分をご説明します。 
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 ２５ページをご覧ください。歳出予算になります。

よろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 一番上の囲みです。農業振興事業費、農林水産業

生産コスト低減事業費補助金２，２４７万９，００

０円の増額です。この事業は、物価高騰の影響を受

ける農林水産事業者を支援するために、生産コスト

の低減につながる機器の導入につきまして、補助率

２分の１以内で上限５０万円を補助するというも

のです。９月の議会で５，０００万円の予算をいた

だき、９月２９日から補助金のエントリー受付を開

始しました。１０月２３日に受付を締め切った結果、

想定を上回ります７，２４７万９，０００円の申請

があり、予算を大幅に超過する状況となりました。

申請額の総額が予算額を超過した場合は、補助率を

引き下げて調整しまして、申請者全員の方を採択す

るとしておりましたが、今回申請いただいた額から

算出しますと、２分の１の補助率が実質的には３４．

５％まで低下することになりまして、その分、自己

負担の増加によって機器の導入を断念されるとい

った事態も懸念されます。そのため、当初の目的で

ある物価高騰支援につなげるために、何とか２分の

１の補助率を確保し、皆さんに満額を交付したいと

考えておりまして、今回増額補正をお願いするもの

です。 

 続きまして、一番下の囲みになります。農林水産

業施設災害復旧費です。８月の台風７号による農地

農業用施設及び林業用施設の災害本復旧経費につ

いて補正をするものです。３行目の農地農業用施設

災害復旧事業費７，１８０万円の増額です。内容に

つきましては、被災した農地農業用施設について、

補助事業により２５件の災害復旧工事を行うほか、

市単独事業で１０か所の修繕工事及び３２件の小

災害復旧工事を行うものです。その下の林業用施設

災害復旧事業費は２，１２０万円の増額です。内容

は、被災しました竹野町の林道三原水口線について

補助事業によって災害復旧工事を行うほか、残る１

４路線、３２か所の復旧工事を市単独事業で行うも

のです。 

 ちょっと戻っていただきまして、次は２１ページ

をご覧ください。歳入予算になります。 

 一番上の囲みです。農地農業用施設災害復旧事業

費分担金は、補助災害及び市単独の小災害復旧工事

において市が実質負担する額の２分の１相当額を

関係区から地元分担金としていただくものです。２

つ下の囲みになります。県補助金、農地農業用施設

災害復旧事業費補助金４，０００万円は、補助災害

復旧工事に係ります県の補助金となります。その下

の林業用施設災害復旧費補助金につきましては、先

ほど説明しました林道三原水口線の補助災害復旧

工事に係る県補助金となります。 

 次は、２３ページになります。２３ページの一番

上の囲みです。市債の農林水産業施設災害復旧債で

す。１行目の補助災害復旧事業債９９０万円は、農

地農業用施設と林業用施設の補助災害復旧に係る

工事費に充当する地方債となります。また、その下

の単独災害復旧事業債２，２００万円は、市単独事

業分の工事費に充当する地方債となります。 

 次は、１３ページになります。最後、地方債補正

になります。 

 上段の追加欄になります。すみません、１行目の

農林水産業施設補助災害復旧事業費９９０万円と、

３行下の農林水産業施設単独災害復旧事業費２，２

００万円は、歳入でも説明をしましたが、災害復旧

事業に充当する地方債の追加となります。 

 農林水産課からは以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 次に、都市整備部、お願

いします。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課からも８月１５日

の台風７号により被災しました市道、市が管理する

河川についての補修や修繕などの災害復旧工事を

行うためにということで、補正を提案させていただ

きます。 

 予算書の２６、２７ページをお開きください。災

害復旧費の公共土木施設災害復旧費となります。説

明欄に書いておりますが、工事請負費ということで、

災害復旧工事費１億６，１３４万１，０００円を今

回補正するものです。内訳といたしましては、公共
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土木施設災害復旧事業費国庫負担法の規定に基づ

きます国から負担をいただいて行う復旧工事、これ

が道路９件、河川１１件の合計２０件で、１億３，

８３４万１，０００円、それから、この負担法以外

での工事、いわゆる市の単独工事になりますが、こ

ちらが道路１５件、河川１９件の合計３４件で、２，

３００万円となります。なお、この国庫負担金を活

用して行います災害復旧工事につきましては、国に

よる査定が必要なんですが、これが既に先週終わっ

ておりまして、工事費の決定がなされております。

今後速やかに災害復旧工事の発注、施工をしてまい

りたいと考えております。 

 続きまして、歳入になります。２０、２１ページ

をお開きください。 

 すみません、２０、２１ページで、国庫支出金の

災害復旧費国庫負担金でございます。災害復旧事業

で、先ほど申しました国庫負担法の対象となります

工事の財源といたしまして、事業費１億３，８３４

万１，０００円の国庫負担率３分の２になりますが、

これに相当いたします９，２２２万７，０００円を

公共土木施設災害復旧費の負担金として計上させ

ていただいております。 

 続きまして、次のページ、２２、２３ページをご

覧いただきたいと思います。市債、災害復旧債にな

りますが、こちらは先ほどの国庫負担法の対象とな

ります工事の負担金以外の財源といたしまして、補

助災害復旧事業債として４，６１０万円、それから

国庫負担法対象外の災害復旧工事の一部の財源と

して４５０万円を単独災害復旧事業債として計上

させていただいております。 

 続きまして、地方債の補正になります。１３ペー

ジをご覧いただきたいと思います。 

 こちらにつきましては、先ほどの市債に連動する

もので、追加補正といたしましては、公共土木施設

単独災害復旧事業費ということで、単独災害復旧事

業債の４５０万円を限度額として今回計上してお

ります。また、公共土木施設災害復旧事業費としま

しては、限度額を補助災害復旧事業債分ということ

で４，６１０万円を増額補正計上とさせていただい

ております。 

 建設課からは以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 農林水産課の農林水産業生産

コスト低減事業について少しだけ。これはいろんな

各分野で、農林水産、それ各分野でいろんなコスト

が上がってるという、それに対応するものなんです

が、具体的に値上げの、各分野における課題で最も

大きな問題っていうのはどういうことがあるのか。

今回たくさんのリクエストがあったわけですが、そ

れをどのようにこの各業界は乗り越えようとされ

ていて、この補助金はどのように役立ってるのかみ

たいなことを、ちょっと簡単に説明いただければと

思います。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ、浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 各分野で課題となっ

ておりましたのは、やはりそれぞれ、例えば農業分

野ですと燃料代、肥料代、あとは機械がやっぱり高

くなっておりまして、恐らく以前の数倍、数倍って

いうか、１．２倍とか、そういったような機械の値

段が上がっている。それは林業につきましても、水

産業につきましても機械代はやっぱり高くなって

ますし、特に水産業につきましては、燃油代が高く

なっておりまして、今回いただいた申請の中には船

外機の申請があるんですけど、やはり２ストローク

から４ストロークの船外機にすることで、燃費がす

ごくよくなるとかいうことも伺っておりまして、そ

ういったことで、そういう課題に対して今回の補助

金は効果があるのかなと考えております。申請いた

だいた方からは、今回の補助金を使って、少しでも

生産コストを下げまして、何とか利益確保したいな

ってことでお声いただいております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 以上です。ありがとうござい

ます。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございませんか。 

 太田委員。 
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○委員（太田 智博） 同じ生産コスト低減支援につ

いて、ちょっと勉強がてら教えてほしいんですけど、

あくまでも事業者さんが生産コスト低減のために

ということが前提になる中で、導入予定機器が草刈

り機やとか、田植機で、燃料費なんか高騰してるか

ら支援は分かるんですけど、これ、別にこれを購入

したことによって、人がやってた作業を機械でやる

ので、それが生産コストの低減という意味で捉える

のか、そこがちょっと分かりにくいので教えていた

だきたいの１点と、漁業にＬＥＤの照明ついてます

よね、これがその生産コスト低減にどうリンクして

いくんかちょっと分からないので、これもちょっと

２点教えていただけたらと思います。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） まず最初の生産コス

ト、例えば草刈り機を導入したら、どうコスト低減

につながるかっていうことなんですけど、草刈り機

の中でも多いのが、どういったらいいんですかね、

自動的に動く自走式草刈り機ですとか、モアといい

まして、何か効率よく草が刈れるような草刈り機、

従来の何か下刈りするような機械よりももっと高

性能なものになっておりまして、基本的には作業時

間がすごく短くなるというようなことで、全体の生

産コストの低減につながるということになります。 

 ２つ目の漁業分野のＬＥＤ照明につきましては、

これ申請１件あったんですけども、結局その燃油を

たいて電気つけますので、そういった意味で、どう

いったらいいんですかね、燃料の削減につながるっ

ていうことで、ということで生産コストが下がると

いうふうに聞いております。以上です。（「分かり

ました。ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） お疲れさまです。今の生産コ

スト低減支援は非常に感謝されてると思います。こ

ういうことをまたやっていただきたいと思うんで

すけど、教えていただきたいのは、農業の２６３件

って件数ですけど、どういうもんが多かったか教え

ていただければと思います。 

 それから、台風７号の復旧関連、９月議会ではた

しか７，０００万円、ですかね、取りあえず応急の

予算、補正予算として出てて、今回は合わせてどれ

ぐらいですかね、２億６，０００万円ぐらいですか

ね、出てるわけですけど、それで、いろいろと内訳

があるんですけど、分からないのが、地元負担、本

人負担、それがどの程度あるのか、さっき農林水産

課のほうからどっか、市単独のもので５０％上限の

負担があるというのが二百数十万円出てたと思う

んですけど、それ以外は国や県で、あるいは市で費

用を出していただけるんでしょうか。以上、教えて

いただきたいです。 

○分科会長（田中藤一郎） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） まず最初の農林水産

業生産コストのどういうものが農業分野で多かっ

たのかっていうことなんですけども、やっぱり一番

多かったのは草刈り機です。恐らく４割程度は草刈

り機だったのかなと思います。ほかには管理機、耕

運機みたいなもんですね、管理機ですとか、あとは

田植機、トラクター、コンバインと通常農作業で使

われるような機械、こういったものが主なものとな

っております。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○農林水産課参事（村田 一紀） 先ほどの分担金の

話でございます。 

 現在、農林水産省に関する農業分野の査定が今行

っておる最中でして、現在まだ不確定なとこがたく

さんあります。公共事業と違いまして、農林水産に

ついては受益者がはっきり分かってますので、分担

金というのは徴収するようになっております。現在

のところ補助率、受益者によって関係する人が多く

なると分担金を安くするという増嵩申請というの

もありまして、農林について、限りなんですが、地

元負担があります。 

 現在、その割合については、補助率、国庫補助を

除いて残りが、先ほど説明させていただいた起債事

業、いわゆる借入れをしてすると、それの残りの半

分ということで考えております。現在のところは２

０％ほどっていうことで計上させていただいとる
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んですけども、増嵩が上がったり、率が上がったり

しますので、１０％未満で収まる予定にはしており

ますが、現在のところはっきりした数字については、

査定が終わってから、諸手続が終わってから地元に

はご説明をさせていただくということになってお

ります。付け加えて、地元のいわゆる同意がないと

補助事業等々復旧には向かえませんので、皆さんに、

農林水産としての事業については合意をいただい

て進めておるという状況になっております。 

 農林水産からは以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。ちょ

っと付け足しで聞きます。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○委員（須山 泰一） そしたら、ちょっと間違って

るかもしれないですけど、今の理解だと、例えば１

００万円の事業だと、国庫補助が８割、２割、その

うち１０％未満、１０万円以下が区の負担になると

いうような、そんな考え方でよろしいでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 一紀） そのとおり、今の

ところそういう計算方法になっておりまして、今現

在ではそういう計算方法です。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。でき

たら、そこを何とか市が支援できないかということ

も検討していただきたいということで、建設課のほ

うではそういうのはないんですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課の災害復旧事業に

つきましては、あくまでも公共土木施設ということ

ですので、地元や個人の負担はありません。以上で

す。（「ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。

よって、第１１４号議案は、原案どおり可決すべき

ものと決定しました。 

 以上で当委員会に分担された議案の審査は終了

しました。 

 この際、当局の皆さんのほうから特にご発言はあ

りませんか。 

 特にないようでしたら、当局の皆さんはここで退

席していただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

   午前１０時１５分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時１６分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、建設経済委員会

を再開します。 

 次に、協議事項３番、２のア、委員会意見・要望

のまとめに入ります。 

 当委員会の意見・要望として委員長報告に付すべ

き内容について、協議いただきたいと思います。 

 委員の皆さんから提案について、委員会意見・要

望とすべきか、協議を行いたいと思います。いかが

でしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） それでは、ただいま協議い

ただきました委員会意見・要望を含む委員長報告の

案文については、正副委員長に一任願いたいと思い

ますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 建設経済委員会を暫時休憩します。 

   午前１０時２０分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時２０分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、建設経済分科

会を再開します。 

 次に、協議番号３番の２のイ、分科会意見・要望
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のまとめに入ります。 

 当分科会の意見・要望として予算決算委員会に報

告すべき内容について、協議いただきたいと思いま

す。 

 委員の皆さんからの提案について、分科会意見・

要望とすべきか、協議願いたいと思います。 

 須山委員、どうでしょうか。 

○委員（須山 泰一） 農林水産事業者の生産コスト

低減支援、今回は９月議会で出された補正に加えて

２，２００万円追加されてるわけですけど、合わせ

て７，２７８万円、大変歓迎します。農家からもこ

の制度は喜ばれておりますし、やっぱり豊岡、何だ

かんだ言って、農家、農業が大事な産業ですし、こ

うした農家、農業支援を今後もぜひやってほしい。

今回のが大変歓迎されたということを、声聞いたん

で、そういうことを言わせてもらっております。僕

の意見はそうです。 

○分科会長（田中藤一郎） まとめて。 

○委員（須山 泰一） 文章は委員長、副委員長や皆

さん委員がたくさん上手に作られると思いますけ

ど、僕の趣旨はそれなんです。そうですね。 

○分科会長（田中藤一郎） 今、須山委員から提案が

ありますけれども、皆さんのほうどうでしょうか。

すべきかどうか、その辺り。（「申し送りでいい」

と呼ぶ者あり） 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） 申し送りでいいかと思います

が、どうでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいでしょうか。 

 これはしっかり次の方もおられるかもしれませ

んので、しっかりと私のほうからも申し送りで。 

○委員（須山 泰一） その申し送りとその委員会意

見としてするのとはどの程度違うもんですか。やっ

ぱり意見として言うてもらったほうが当局にも伝

わるんじゃないかと思うんですけど、どうでしょう

か。 

○分科会長（田中藤一郎） 予算があってのところに

なっていきますけど、こういう感じに今なってるっ

ていうのはあるんで、しっかりと伝えておいたほう

が、しっかりと伝えたほうがいいのかなというふう

には思うんですけど、どうでしょうか。 

○委員（須山 泰一） しっかり伝えてほしいと思い

ますけども、できたら委員会意見として。それはほ

かの方。 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、皆さんの、そ

れすべきか、それとも申し送りかっていうことを少

数意見で少ない、ちょっと時間もあまり……。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） 時間が４０分なの

で、向こうに、４０分にはもう予算決算委員会が始

まりますので、３０分にはもう終わらないといけな

いような気がします。 

○委員（太田 智博） まとめな、文章。 

○委員（須山 泰一） 文章まとめるのが。 

○委員（松井 正志） ちょっとしんどいかな。 

○委員（須山 泰一） 文章、僕がまとめようか。 

○委員（前田 敦司） 多分大事なことだと思ってや

っておられると思うんで、いいんじゃないですか。

わざわざこの時間のない中でぎゅっとせんでも。 

○委員（須山 泰一） 非常に歓迎されたと。今回の

追加もよかったということを。 

○委員（松井 正志） 評価は評価でしょう。（発言

する者あり） 

○委員（前田 敦司） 一言言って。特に意見はなし

と。 

○委員（松井 正志） いいですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 一つは、要するにそれだけ農

業者のほうが期待されとったというか、待っておら

れた、あるいは制度にっていうか、需要があったと

いうことなんで、まずそれを、そういう政策つくっ

たことがよかったということまず一つと、さらに普

通であれば予算の打切りをするんであれば、補助率

下げちゃうんだろうけど、市のほうの趣旨は、当初

の趣旨を守って、補助率５０％維持するために、厳

しい財政状況の中でもこういうことを措置したっ

ていうことは評価できるんで、財政状況許せば、こ

ういうことは今後も続けてほしいというのは、何も

言っておかしくないことだと思うんだけど、正しい
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ことを正しいって、いいことをいいって言ったらえ

えんちゃう。 

○分科会長（田中藤一郎） はい。 

○委員（前野 文孝） 私も別に意見をつけることは

全く問題なくって、私もそのようには思います。で

きればですけども、農業に限らずですが、ほかの産

業も含めて……（発言する者あり）必要な、こうい

うふうな補正、補正じゃないけども、政策の措置を。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） すみません、時間

が。意見はつけるとして、文章を考えてもらっても

いいでしょうか。（発言する者あり） 

○分科会長（田中藤一郎）暫時休憩。 

午前１０時２５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時２８分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、再開いたしま

す。 

 意見・要望の依頼が委員のほうから出ております

けども、そちらのほうでよろしいでしょうか。ちょ

っと時間がぎりぎりになりますけれども。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、ただいまの協

議いただきました分科会意見・要望を含む分科会長

報告の案文については、正副分科会長に一任願いた

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 ここで建設経済分科会を閉会いたします。 

   午前１０時２９分 分科会閉会 

──────────────────── 

   午前１０時３０分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） 続いて、建設経済委員会を

再開します。 

 最後に、協議事項４、そのほかについてを議題と

いたします。 

 委員の皆さんから何か協議や意見交換等すべき

事項があればご発言願います。ないでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 特にないようですので、以

上をもちまして建設経済委員会を閉会いたします。

お疲れさまでした。 

午前１０時３１分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


